
(57)【要約】
【目的】  本発明は主たる目的は鑑別者が眼の疲労を感
じることなく正常貝と不良貝とを正確に判別することが
できることである。また第２の目的は鑑別者あるいは選
別者の選別作業の軽減を図ることができることである。
さらに第３の目的は不良貝をさらに不完全不良貝（一核
貝）と完全不良貝（無核貝）とに選別することができる
ことである。
【構成】  Ｘ線発生器を収納する収納箱と、この収納箱
の上部に設けられ、内部に養殖真珠貝を一方向に搬送す
ることができる搬送手段を有する搬送箱と、この搬送箱
の上方に設けられ前記Ｘ線発生器からのＸ線像を受像す
る受像器と、この受像器の捕らえた映像をカメラコント
ロールを介して表示する表示装置と、前記搬送箱に設け
られ、搬送手段上の貝が不良貝である時当該不良貝を不
良貝収集用ダクト側に押出す不良貝押出し手段とから成
る。



【特許請求の範囲】
【請求項１】  Ｘ線発生器を収納する収納箱と、この収
納箱の上部に設けられ、かつ、内部に養殖真珠貝を一方
向に搬送することができる搬送手段を有する搬送箱と、
この搬送箱の上方に設けられ前記Ｘ線発生器からのＸ線
像を受像する受像器と、この受像器の捕らえた映像をカ
メラコントロールを介して表示する表示装置と、前記搬
送箱に設けられ、搬送手段上の貝が不良貝である時、当
該不良貝を不良貝収集用ダクト側に押出す不良貝押出し
手段とから成る真珠貝Ｘ線鑑別装置。
【請求項２】  請求項２に於いて、不良貝押出し手段
は、駆動モータの駆動力により伸縮動し、かつ、先端部
に押し当て板を有するパンタグラフ式の押出しアームで
あることを特徴とする真珠貝Ｘ線鑑別装置。
【請求項３】  Ｘ線発生器を収納する収納箱と、この収
納箱の上部に設けられ、かつ、内部に養殖真珠貝を一方
向に搬送することができる搬送手段を有する搬送箱と、
この搬送箱の上方に設けられ前記Ｘ線発生器からのＸ線
像を受像する受像器と、この受像器の捕らえた映像をカ
メラコントロールを介して表示する表示装置と、前記搬
送箱に設けられ、搬送手段上の貝が不良貝である時当該
不良貝を不良貝収集用ダクト側に押出す不良貝押出し手
段と、この不良貝押出し手段により押出された不良貝を
さらに分別するために前記搬送箱に設けられた二股状の
不良貝収集用ダクトとから成る真珠貝Ｘ線鑑別装置。
【請求項４】  請求項３に於いて、不良貝押出し手段
は、駆動モータの駆動力により伸縮動し、かつ、先端部
に押し当て板を有するパンタグラフ式の押出しアームで
あることを特徴とする真珠貝Ｘ線鑑別装置。
【請求項５】  請求項３に於いて、不良貝収集用ダクト
の根本部には、鑑別された不良貝をさらに不完全不良貝
と完全不良貝とを選別するために分岐した各ダクトの入
口を選択する開閉蓋を有するダクト選別器が設けられて
いることを特徴とする真珠貝Ｘ線鑑別装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】本発明はあこや貝、黒蝶貝等の養
殖真珠貝の真珠玉（核）の成長、核の位置ずれ、脱核等
を鑑別する真珠貝Ｘ線鑑別装置に関し、特に核が正常で
ある貝と、核が脱核した又は不良である不良貝とを選別
することができる真珠貝Ｘ線鑑別装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、この種の真珠貝Ｘ線鑑別装置とし
ては、図１７で示すような一実施例がある。
【０００３】すなわち、１はＸ線発生器２を収納する収
納箱、３はこの収納箱１の上部に水平方向にけられ、内
部に養殖真珠貝を一方向（図では右側）に搬送すること
ができるベルトコンベアーを有する長箱状の搬送箱。こ
の搬送箱３の一方側（図では左側）の上壁には養殖真珠
貝をベルトコンベアー上に載せるための貝投入口４が設

けられている。
【０００４】５は搬送箱３の上部に設置され、前記Ｘ線
発生器２を制御するＸ線制御器。このＸ線制御器５は貝
投入口４の右隣に位置し、Ｘ線発生器２と電気的に接続
している。
【０００５】６は前記搬送箱３の一部を形成する開閉枠
で、この開閉枠６の上壁の開口部には図示しない鉛を含
有するガラスの蛍光板が設けられていると共に、上壁に
は暗箱７が突出形成され、暗箱７の上部には蛍光板の映
像を介してベルトコンベアー上の養殖真珠貝を目視する
ための目視接眼部８が設けられている。
【０００６】９は搬送箱３の他方側（図では右側）に設
けられ、かつ、ベルトコンベアーモータ用の駆動モータ
を内装する駆動箱で、この駆動箱９の側壁には正常貝を
送り出すための良品収集口１０が設けられている。
【０００７】１１は駆動箱９と搬送箱３の間又は適宜箇
所に設けられ、かつ、不良貝を選別するための手動式の
排除器の一部である操作用把手で、この把手１１を選別
者が操作すると、不良貝が収納箱１の裏側に形成された
１個の不良貝収集口１２に送られる。
【０００８】しかして、上記構成に於いては次のような
欠点があった。
鑑別者あるいは選別操作者は、暗箱７の目視接眼部８

に両眼を当て、目視にて１時間当たり約３０００個，場
合によっては４０００個もの判定を強いられるため、眼
の疲労が激しくなり、そのため蛍光板の映像の不鮮明さ
も相俟って、正常貝と不良貝とを正確に判別できなかっ
たり、あるいはそれらの誤認をする。
近年、１個の貝に２個の真珠核を押入する養殖方法が

実施されているが、この実施例では不良貝を、さらに１
個核のみが良好な貝（不完全不良貝または一核貝）と２
個核とも全く不良な貝（完全不良貝または無核貝）とに
選別することができず、従って、生産高の予測も不正確
であると共に、養殖目的に対応する品質管理も十分に対
応することができない。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】本発明は以上のような
従来の欠点に鑑み、鑑別者あるいは選別操作者が眼の疲
労を感じることなく正常貝と不良貝とを正確に判別する
ことができ、又は不良貝を選別する選別者の労力の軽減
化を図ることができ、又は複数核を有する養殖真珠貝の
場合に於いて、２個核とも良好な正常貝、不完全不良
貝、完全不良貝と言う具合に３つの態様で選別すること
ができる真珠貝Ｘ線鑑別装置を得ることである。
【００１０】
【課題を解決するための手段】本発明の真珠貝Ｘ線鑑別
装置は、Ｘ線発生器を収納する収納箱と、この収納箱の
上部に設けられ、内部に養殖真珠貝を一方向に搬送する
ことができる搬送手段を有する搬送箱と、この搬送箱の
上方に設けられ前記Ｘ線発生器からのＸ線像を受像する
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受像器と、この受像器の捕らえた映像をカメラコントロ
ールを介して表示する表示装置と、前記搬送箱に設けら
れ、搬送手段上の貝が不良貝である時当該不良貝を不良
貝収集用ダクト側に押出す不良貝押出し手段とから成る
ことを特徴とする。
【００１１】上記の場合不良貝押出し手段は、作業の軽
減を図るために、駆動モータの駆動力により伸縮動し、
かつ、先端部に押し当て板を有するパンタグラフ式の押
出しアームであることを特徴とする。
【００１２】また上記の場合、不良貝をさらに不完全不
良貝（一核貝）と完全不良貝（無核貝）とに選別するた
めに、搬送箱に二股状の不良貝収集用ダクトを設け、こ
の不良貝収集用ダクトの根本部に各ダクトの入口を選択
する開閉蓋を有するダクト選別器が設けられていること
を特徴とする。
【００１３】
【作用】養殖真珠貝を搬送箱の貝投入口に入れる。貝投
入口に投入された貝は、ベルトコンベアーで良品収集口
側へと搬送される。そこで、貝が受像器の真下に来たな
らばＸ線発生器より搬送中の貝に向かってＸ線が照射さ
れる。そうすると、このＸ線束中を通過中の貝のＸ線透
視像は、受像器の入力面で受像され、かつ、高電圧印加
され、その蛍光像から発光する光子は加速される。そし
て、明るくなった光子はカメラコントロールにより適性
な輝度と解像度になるように自動調整され、鮮明な映像
として表示装置に表示される。
【００１４】そこで、鑑別者は表示装置の画面に現れた
貝の鮮明な映像を見て、正常貝であるか、それとも不良
貝であるかを視覚で鑑別し、不良貝であると判断した時
は、直ちに不良貝押出し手段の操作棒を操作し、当該不
良貝を不良貝収集ダクト側へ押出す。
【００１５】この場合不良貝押出し手段が正逆回転駆動
モータの駆動力により自動的伸縮動するパンタグラフ式
の排除アームを有している実施例では、鑑別者は正逆回
転駆動モータの起動用のスイッチをオンの状態にし、伸
縮アームを伸長させる。
【００１６】また不良貝をさらに１個核のみが良好な貝
（不完全不良貝または一核貝）と２個核とも全く不良な
貝（完全不良貝または無核貝）とに選別する実施例の場
合は、鑑別者はさらに二股状のダクトの入口を選択する
開閉蓋を有するダクト選別器のスイッチを操作する。
【００１７】このようにして押出された不良貝は、１個
の又は二股状の不良貝収集ダクトに案内され、自然落下
して不良貝収集箱に収集される。一方、良品の正常貝は
ベルトコンベアーでそのまま搬送され、やがて良品収集
口から自然落下して良貝収集箱に収集される。
【００１８】
【実施例】以下、図面に示す実施例により本発明を詳細
に説明する。
【００１９】図１ないし図５に示す第１実施例に於い

て、２０は床面上Ｆに設置され、内部にＸ線発生器２１
を有する収納箱である。この収納箱２０は特に図示しな
いが、下部に複数個のキャスターを取り付け、移動可能
にしても良い。Ｘ線発生器２１はＸ線管を内臓した高電
圧発生装置と一体型とし、必要なＸ線を発生させる装置
で、外部のコントロール装置により制御される。もちろ
ん、収納箱２０、次の搬送箱等はＸ線が漏れないように
考慮する必要がある。
【００２０】２２は収納箱２０の上部に水平方向に設け
られ、内部に養殖真珠貝２３を一方向に搬送することが
できる搬送機構２４を有する搬送箱である。この搬送箱
２２は、後述する駆動箱、受像器箱、不良貝収集用ダク
トを除けば、全体として長箱状に形成されている。な
お、駆動箱及び受像器箱は搬送箱の一部を形成する。
【００２１】しかして、搬送箱２２は収納箱２０と一体
に組合わせられており、図１及び図２で示すように右側
の上壁には矩形状の貝投入口２５が形成され、一方、左
側の側壁には正常貝２３ａ用の良品収集口２６が形成さ
れている。
【００２２】前記搬送機構２４は、図４及び図５で示す
ように搬送箱２２の一端部上壁に突出形成された駆動箱
２７内に適宜に設置された駆動モータ２８と、搬送箱の
良品口２６側に横設軸架され、かつ、動力伝達手段２９
を介して駆動モータ２８の駆動力により回転する駆動プ
ーリー３０付駆動軸３１と、搬送箱の貝投入口２５側に
適宜に横設軸架された従動ローラー３２付従動軸３３
と、この従動軸３３と前記駆動軸３１との間に所要間隔
を有して搬送箱に複数個横設軸架された中間ローラー３
４付中間軸３５と、駆動プーリー、従動ローラー等に無
端状に設けられた搬送手段としてのベルトコンベアー３
６とから成る。
【００２３】３７は搬送箱２２の中央部の上方に垂直方
向に設けられ、Ｘ線発生器２１からのＸ線像を受像する
受像器である。この受像器３７は搬送箱２２の中央部に
一体的に突出形成された受像器箱３８に固定的に内装さ
れる。受像器３７は、本実施例ではイメージインテンシ
ファイア輝度増倍管（以下、「Ｉ．Ｉ管」と言う。）が
用いられている。
【００２４】３９は受像器３７の捕らえた映像を表示す
る、液晶表示器、モニターテレビジョン等の表示装置
で、この表示装置３９は搬送箱２２の中央部よりの上方
に装置全体を制御する制御器４０を介した設置されてい
る。
【００２５】４１は表示装置３９の上方に載置されたカ
メラコントロールユニットで、このカメラコントロール
ユニット４１は受像器３７並びに表示装置３９に電気的
に接続し、受像器よりの映像信号を表示装置に適当なコ
ントラスト及びブライトネスの鮮明な映像が現われるよ
うに制御する。
【００２６】４２は図２、図３、図５で示すように搬送
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箱２２の一部を構成する受像器箱３８の後壁側に一体的
に突出形成された不良貝収集用ダクトである。この不良
貝収集用ダクト４２の入口はベルトコンベア３６に臨む
ように設けられている。したがって、不良貝収集用ダク
ト４２の入口は、言わば鑑別された不良貝の排出口とも
言える。
【００２７】４３は搬送箱２２の中央部の前壁側に設け
られ、ベルトコンベアー３６上の貝が不良貝２３ｂであ
ると鑑別者が判断した場合に、当該不良貝２３ｂを不良
貝収集用ダクト側に押出す不良貝押出し手段である。し
かして、この不良貝押出し手段４３は、本実施例では、
図５で示すように搬送箱２２に設けられた案内筒４４を
貫通状態にスライドする操作棒４５と、この操作棒４５
の内端部に取付けられ、かつ、不良貝２３ｂを押出すこ
とができる押し当て板４６とから成る。
【００２８】上記構成に於いては、まず養殖真珠貝２３
を搬送箱２２の貝投入口２５に入れる。養殖真珠貝２３
は、１個の貝に１個又は２個の真珠核を押入され、海中
又は湖水に一定期間沈められた後に水中から引き上げら
れ、この真珠貝Ｘ線鑑別装置で、１個又は２個の真珠核
が正常に安定成長しているが否かを鑑別される。そし
て、鑑別された後は引き続き海中又は湖水に戻され、養
殖が継続的に行われる。
【００２９】しかして、貝投入口２５に投入され貝２３
は、ベルトコンベアー３６で良品収集口２６側へと搬送
される。そこで、今仮に搬送中の貝２３が搬送箱２２の
中央部、すなわち、受像器３７の真下に来たとすると、
Ｘ線発生器２１の照射口より搬送中の貝に向かってＸ線
が照射される。
【００３０】そうすると、このＸ線束中を通過中の貝の
Ｘ線透視像は、受像器としてのメージインテンシファイ
ア輝度増倍管（Ｉ．Ｉ管）３７の入力面で受像され、か
つ、高電圧印加され、その蛍光像から発光する光子は加
速され、この段階で従来の蛍光板の輝度と比較して約１
０００倍程明るくなる。そして、この明るくなった光子
はカメラコントロール４１により適性な輝度と像度にな
るように自動調整され、鮮明な映像として表示装置３９
に表示される。
【００３１】そこで、鑑別者は表示装置３９の画面に現
れた貝の鮮明な映像を見て、正常貝２３ａであるか、そ
れとも不良貝２３ｂであるかを視覚で鑑別し、不良貝で
あると判断した時は、直ちに不良貝押出し手段４３の操
作棒４５を操作し、当該不良貝２３ｂを不良貝収集ダク
ト４２側へ押出す。
【００３２】このようにして押出された不良貝は、不良
貝収集ダクト４２に案内され、自然落下し、図示しない
不良貝収集箱に収集される。一方、良品の正常貝はベル
トコンベアー３６でそのまま搬送され、やがて良品収集
口２６から自然落下し、同じく図示しない良貝収集箱に
収集される。

【００３３】したがって、この第１実施例は従来の暗箱
付蛍光板を使用する実施例に比較し、鑑別者あるいは選
別操作者が眼の疲労を感じることなく、しかも、正常貝
と不良貝とを正確に判別することができると言う効果が
ある。
【００３４】
【他の実施例】次に図６ないし図１６に示す本発明の他
の実施例につき説明する。なお、これらの実施例を説明
するに当って、前記第１実施例と同一の部分には同一又
は同様の符号を付し、重複する説明を省略する。
【００３５】まず図６ないし図１０に示す第２実施例に
おいて、前記第１実施例と主に異なる点は不良貝押出し
手段４３Ｂである。すなわち、この不良貝押出し手段４
３Ｂは、第１実施例のように鑑別者あるいは選別操作者
が手でその都度操作するのではなく、自動的に行われ
る。
【００３６】しかして、４３Ｂは搬送箱２２Ｂ内の中央
部に設けられた不良貝押出し手段で、この不良貝押出し
手段４３Ｂは収納箱２０Ｂあるいは搬送箱２２Ｂの適宜
箇所にも受けられた第１のハンドスイッチ５０と、この
第１のハンドスイッチ５０がオンの状態になると起動す
る正逆回転駆動モータ５１と、この正逆回転駆動モータ
５１の出力軸並びに枢支板５２に鋏揺動することができ
るようにパンタグラフ式に組合わせられた伸縮アーム５
３と、この伸縮アーム５３の先端部に枢支された押し当
て板５４から成る。
【００３７】なお、該実施例に於いては特に図示しない
が、リミットスイッチを適当な箇所に配設し、前記伸縮
アーム５３の伸長量並びに収縮量を一定量に設定するの
が望ましい。また伸縮アーム５３はパンタグラフ式が望
ましいが、必ずしもこの形態に限定されず、例えばシリ
ンダーと、伸縮動する作動杆と、作動杆の先端部に設け
られた押し当て板とから成るものであっても良い。
【００３８】上記構成に於いては、鑑別者は表示装置３
９Ｂの画面に現れた貝の鮮明な映像を見て、正常貝２３
ａであるか、それとも不良貝２３ｂであるかを視覚で鑑
別し、不良貝であると判断した時は、直ちに不良貝押出
し手段４３Ｂの第１のハンドスイッチ５０をオンにす
る。
【００３９】そうすると、正逆回転駆動モータ５１が起
動し、伸縮アーム５３は該駆動モータの駆動力により伸
長する。そこで、当該不良貝は伸縮アームの押し当て板
５４で不良貝収集ダクト４２Ｂ側へ押出される。そし
て、不良貝がベルトコンベアー３６Ｂから排出されるや
否や駆動モータ５１が逆回転し、伸縮アーム５３は元の
状態へと収縮する。
【００４０】したがって、この第２実施例は、従来の暗
箱付蛍光板を使用する実施例に比較し、不良貝を選別す
る選別者の労力の軽減化を図ることができるという効果
がある。
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【００４１】次に図１１ないし図１６に示す第３実施例
において、前記第１実施例と主に異なる点は不良貝押出
し手段４３Ｃ及び不良貝収集用ダクト４２Ｃである。す
なわち、この実施例では前記第２実施例の主要部の構成
要件（不良貝押出し手段４３Ｃ）をそのまま生かし、か
つ、第１実施例の要部（不良貝収集用ダクト４２）を改
良している。
【００４２】しかして、４２Ｃは搬送箱２２Ｃの一部を
構成する受像器箱３８Ｃの後壁側に一体的に突出形成さ
れた不良貝収集用ダクトで、この不良貝収集用ダクト４
２Ｃは図１６で示すように搬送手段上の貝が不良貝であ
る時当該不良貝をさらに分別するために中途部から二股
状に形成されている。
【００４３】そして、この不良貝収集用ダクト４２Ｃの
根本部６０には、鑑別された不良貝２３ｂをさらに不完
全不良貝（１核貝）２３ｃと完全不良貝（無核貝）２３
ｄとを選別するために分岐した各ダクト６１、６２の入
口を選択する回動式の開閉蓋６３を有するダクト選別器
７０が設けられている。
【００４４】なお、ダクト選別器７０は収納箱２０Ｃあ
るいは搬送箱２２Ｃの適宜箇所にも受けられた第２のハ
ンドスイッチ６４と、この第２のハンドスイッチ６４に
より作動する図示しない電磁弁の作動を介して進退動す
る進退動棒６５と、この進退動棒６５の先端部に枢支さ
れた適当な連結リンク６６を介して回動し、かつ、ダク
トの根本部６０に枢支された回動棒６７と、この回動棒
６７に下端部が固定的に設けられた板状の開閉蓋６３
と、この開閉蓋６３の自由端部を傾斜状態で受けること
ができるようにダクトの根本部６０の内壁面に固定的に
設けられた棒状のストッパー６８とから成る。
【００４５】上記構成に於いては、まず鑑別者は表示装
置３９Ｃの画面に現れた貝の鮮明な映像を見て、正常貝
２３ａであるか、それとも不良貝２３ｂであるかを視覚
で鑑別し、不良貝であると判断した時は、それが不完全
不良貝（１核貝）２３ｃであるのか、それとも完全不良
貝（無核貝）２３ｄであるのかも同時に鑑別する。
【００４６】そして、もし当該貝が不完全不良貝（１核
貝）２３ｃであるならば第２のハンドスイッチ６４を適
宜に操作し、開閉蓋６３で完全不良貝（無核貝）のダク
ト６２側の入口を閉鎖する。
【００４７】一方、当該貝が完全不良貝（無核貝）であ
るならば、開閉蓋６３で不完全不良貝（１核貝）のダク
ト６１側の入口を閉鎖する。しかる後に第１のハンドス
イッチ５０を操作し、不良貝押出し手段４３Ｃの正逆回
転駆動モータ５１を起動させる。伸縮アーム５３が該駆
動モータの駆動力により伸長すと、当該不良貝は伸縮ア
ームの押し当て板５４で不良貝収集ダクト４２Ｃ側へ押
出され、開閉蓋６３の回動した位置に対応していずれか
のダクト６１、６２に落下して行く。
【００４８】なお、この実施例に於いては、鑑別者がダ

クト選別器７０の開閉蓋６３用の第２のハンドスイッチ
６４を操作した時、それと連動して不良貝押出し手段４
３Ｃの正逆回転駆動モータ５１が起動するように電気回
路を構成しても良い。
【００４９】従って、この第３実施例は従来の暗箱付蛍
光板を使用する実施例に比較し、不良貝を選別する選別
者の労力の軽減化を図ることができるという効果の他
に、複数核を有する養殖真珠貝の場合に於いて、２個核
とも良好な正常貝、不完全不良貝、完全不良貝と言う具
合に３つの態様で選別収集することができると言う特有
の効果がある。
【００５０】
【発明の効果】以上の説明から明らかなように、本発明
の真珠貝Ｘ線鑑別装置は、Ｘ線発生器を収納する収納箱
と、この収納箱の上部に設けられ、内部に養殖真珠貝を
一方向に搬送することができる搬送手段を有する長箱状
の搬送箱と、この搬送箱の上方に設けられ前記Ｘ線発生
器からのＸ線像を受像する受像器と、この受像器の捕ら
えた映像をカメラコントロールを介して表示する表示装
置と、前記搬送箱に設けられ、搬送手段上の貝が不良貝
である時当該不良貝を不良貝収集用ダクト側に押出す不
良貝押出し手段とから成るので、鑑別者あるいは選別操
作者が眼の疲労を感じることなく正常貝と不良貝とを正
確に判別することができる。
【００５１】また上記の各構成要件を主たる要件として
不良貝押出し手段が、駆動モータの駆動力により伸縮動
するパンタグラフ式の押出しアームを有する実施例の場
合は、鑑別者あるいは選別者の選別作業の軽減を図るこ
とができる。
【００５２】さらに、上記の場合搬送箱に二股状の不良
貝収集用ダクトを設け、この不良貝収集用ダクトの根本
部に各分岐したダクトの入口を選択する開閉蓋を有する
ダクト選別器が設けた実施例の場合は、不良貝をさらに
不完全不良貝（一核貝）と完全不良貝（無核貝）とに選
別することができ、その結果、養殖者は生産高の予測も
正確にできると共に、養殖目的に対応する品質管理も十
分に対応することがでる。
【図面の簡単な説明】
【図１ないし図５】本発明の第１実施例を示す各概略説
明図。
【図６ないし図１０】】本発明の第２実施例を示す各概
略説明図。
【図１１ないし図１６】本発明の第３実施例を示す各概
略説明図。
【図１７】従来の一実施例を示す概略説明図。
【符号の説明】
２０、２０Ｂ、２０Ｃ…収納箱、
２１…Ｘ線発生器、
２２、２２Ｂ、２２Ｃ…搬送箱、
２３ａ…正常貝、
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２３ｂ…不良貝、
２４…搬送機構、
２５…貝投入口、
２６…良品収集口、
３１…駆動軸、
３６、３６Ｂ…ベルトコンベアー、
３７…受像器、
３９、３９Ｂ、３９Ｃ…表示装置、

４１…カメラコントロール、
４２、４２Ｂ、４２Ｃ…不良貝収集用ダクト、
４３、４３Ｂ、４３Ｃ…不良貝押出し手段、
５０…第１のハンドスイッチ、
５１…正逆回転駆動モータ、
５２…伸縮アーム、
６３…開閉蓋、
６４…第２のハンドスイッチ。

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】

【図６】 【図７】

【図８】

【図１２】
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【図９】

【図１０】
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【図１１】 【図１３】

【図１４】 【図１６】
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【図１７】
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